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(I） 因数定理： 獬けない！ → グラフでいくか . o r

多項式P(x）がX-Xで割り切れる 3次だし解と係数か .
⇐ > Pは）=0 →（3）を見越して後者でまずは

fに）=16+48-41<+41<-64 →解の情報を集める。
= 0 より、

因数定理から f(x）はX-2で ①の左辺の係数は実米 その割り切れる。 网
共役な複素数も解になる。娘間35/100

派州浙
派.ie，|顰彰
治嶽！；；
爕爕が

に） fix）= が + 6 が k i t 2 KX - 6 4 よって.Dの3つの解は、実数a.G.Cを
用いて.が9.bt.deと表せる。

暗算で！
よって、 X'+8た（K-16）X+32=0

!

fa t a t c i ) t ( b - c i）-_-8が負の実数解を持つことを
la(htci)ta(bei）+（ht

ci）（bei）=一（KID
示せばよい。 困難は分割せよ！ a ( h t ci）（Gci）=-32



g（0）=3270
2 a b t i t

E

"#

-16）

. . . ③⇐
>｛！た？

!

！、

!

l inga）=-n < 0 か つ .
た 。
g(x）は連続関数なので、

a .<O を示したい！
g(D=0は X<0に実数解をもつ。

→ 積の形に注目 .④ が使える .

な 例 が 北

|"情
報を
整理

が2は整数解であが笭た鑾が！
よって④よりa<O となり、Dが負の
実数解をもつことが示された。 国 A . b . C E Z ， がつくキ0ーーーー虚

拳興ので、
〈別解〉 グラフの情報で！若干数匹） kの値を全て求めればよい。

→ """X軸と交わることを示すには？

#

/のもとで「が〇

#

を
満たす

g(x）=が+8×2-（1<-16）x+32 は3次方程式の解が
x = a , b ± c i
は 203040が成り立つ

と※0 あとは整数問題！
→ 積のーー形に注目.40から



h . C E Z か つ C キ 0 より K= - 8， 1 2
な い と I ← 範囲を絞る .

なので、④より ⑧ ok！（a，でい）=（-32，1）（-16，2）（-8.4）
（-4.8）（-2，16）（-1.32）
に。玔灬
針鍵"璥
衛が

これで絞れた！
このうち， h . C E R かつ C キ 0 を満たす
ものを考えると、候補は
（a.G.c）= （-32，0，

"

I）（-16，±1，± リ

（-8，0，さ2）（-4.さ2、土2）

このうち、

#

を満たすのは、

（a.li,c）=（-8，0，-±2）（-4，-2，さ2）

のみであり、それぞれについて③より、
- （K-16）=4，24


